
応用化学専攻　授業科目関連表

前期 後期 前期 後期

応用化学特別講義Ⅰ （応用化学特別講義Ⅰ）

応用化学特別講義Ⅱ （応用化学特別講義Ⅱ）

応用化学特別講義Ⅲ （応用化学特別講義Ⅲ）

応用化学特別講義Ⅳ （応用化学特別講義Ⅳ）

応用化学特論 （応用化学特論）

知的財産権出願特論 ＩＳＯ学特論

工学展望特論（社会人向け） ベンチャービジネス特論 （工学展望特論（社会人向け））

論文発表演習 論文発表演習 （論文発表演習） （論文発表演習）

企画力養成演習

大学院・国内インターンシップ 大学院・国内インターンシップ （大学院・国内インターンシップ）（大学院・国内インターンシップ）

大学院・長期インターンシップ 大学院・長期インターンシップ （大学院・長期インターンシップ）（大学院・長期インターンシップ）

国際特別講義Ⅰ 国際特別講義Ⅰ （国際特別講義Ⅰ） （国際特別講義Ⅰ）

国際特別講義Ⅱ 国際特別講義Ⅱ （国際特別講義Ⅱ） （国際特別講義Ⅱ）

コミュニケーション英語 コミュニケーション英語 （コミュニケーション英語） （コミュニケーション英語）

国際会議発表演習 国際会議発表演習 （国際会議発表演習） （国際会議発表演習）

学術英語論文発表 学術英語論文発表 （学術英語論文発表） （学術英語論文発表）

国際インターンシップ 国際インターンシップ （国際インターンシップ） （国際インターンシップ）

短期留学 短期留学 （短期留学） （短期留学）

生物機能化学特論※

生物機能化学演習Ⅰ 生物機能化学演習Ⅱ

応用生物工学演習Ⅰ 応用生物工学演習Ⅱ 応用生物工学特論※

生体材料化学特論※ 生体材料化学演習Ⅰ 生体材料化学演習Ⅱ

組織工学材料演習Ⅰ 組織工学材料特論※ 組織工学材料演習Ⅱ

理論化学演習Ⅰ 理論化学特論※ 理論化学演習Ⅱ

計算化学演習Ⅰ 計算化学特論※ 計算化学演習Ⅱ

材料物理化学演習Ⅰ 材料物理化学演習Ⅱ 材料物理化学特論※

量子化学特論※ 量子化学演習Ⅰ 量子化学演習Ⅱ

高分子設計化学演習Ⅰ 高分子設計化学演習Ⅱ 高分子設計化学特論※

高重合化学特論※ 高重合化学演習Ⅰ 高重合化学演習Ⅱ

応用有機反応化学特論※

応用有機反応化学演習Ⅰ 応用有機反応化学演習Ⅱ

応用有機合成化学特論※

応用有機合成化学演習Ⅰ 応用有機合成化学演習Ⅱ

有機物性化学演習Ⅰ 有機物性化学特論※ 有機物性化学演習Ⅱ

有機機能化学特論※

有機機能化学演習Ⅰ 有機機能化学演習Ⅱ

無機反応化学演習 無機反応化学特論※

エネルギー変換化学演習

応用固体化学特論※

応用固体化学演習 センサー化学演習

応用環境化学演習 計測化学演習 分析化学特論※

分離化学演習 応用分析化学演習

材料応用化学演習Ⅰ 材料応用化学特論※ 材料応用化学演習Ⅱ

界面応用化学演習Ⅰ 界面応用化学特論※ 界面応用化学演習Ⅱ

素材合成化学演習 複合材料化学演習 素材化学特論※

機能性材料化学特論※

機能性材料化学演習Ⅰ 機能性材料化学演習Ⅱ

生産管理論特論Ⅰ 生産管理論特論Ⅱ

ものづくり管理工学特論 造船工学特論

実践企業学 先輩から学ぶ先端科学技術

環境創成実践特論

材料創成工学特論

応用化学特別研究Ⅰ 応用化学特別研究Ⅱ 応用化学特別研究Ⅲ 応用化学特別研究Ⅳ

※　隔年開講科目 コアカリキュラム

国際教育科目
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⼯学研究科応⽤化学専攻 
 
 

 
ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）の説明 
DP1：応⽤化学の研究者・技術者としての⾼度な専⾨知識・技術を修得し、科学技術や社会活動に関する諸問題に対して応⽤化学の観点から思考し解決す

ることができる。 
DP2：多⾯的思考能⼒を含む展開⼒と適応⼒を修得し、応⽤化学・産業の発展に迅速に対応することができる。 
DP3：ものづくり能⼒、実践能⼒、技術者倫理を修得し、責任ある専⾨技術者として⾏動することができる。 
DP4：国際コミュニケーション⼒を修得し、国際的な視野に⽴ち、科学技術の国際化に対応することができる。 

科⽬区分/領域 到達⽬標 
ディプロマ・ポリシー（DP）との関連 

DP1 DP2 DP3 DP4 

専⾨知識・技術 

化学分野における⾼度な専⾨知識と技術を⾝につけ、研究を推進で
きる。 ◎ ○ ○  

化学の知識・技術を使い論理的に思考し、社会に応⽤できる。 ◎ ◎ ◎  
異なる専⾨分野との交流を通して、社会の諸問題を俯瞰することが
できる。 

◎ ○ ○ ○ 

教養 
⾃ら実施した研究を正しくまとめ、成果として発表することができ
る。 

◎   ○ 

社会が抱えている諸問題を正確に理解して解決法を提案できる。 ○ ◎ ○ ○ 
国際性 英語により⾃⼰の成果を発表し、議論できる。    ◎ 




